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戦 後 高 校 農 業 教 育 の 展 開 再 編 過 程 ≧地 域 に 関 す る 実 証 的 研 究

　　　　　 　　　　　　　　　
一

茨城県立 鉾 田農 業高校を 事例 と して
一 ．

　　　　 O 赤 司政雄 〔筑 波大学 ）
○

安藤 義道 （鯉淵学園）　稲葉光 国 （栃木県 立貰岡農業高等学校） ．

　　　　　 佐 古井貞行 （国民生 活セ ン ター）　 鈴木 勇次 （日本 離島 セ ン タ
ー）　 民秋　言 （白梅 学園短期 大学 ）

　　 i　 研 究 の 目 的

　 わ れ わ れ は 　 「戦 鍛高校農 業 教 育 の 展 開 再

編 過 程 と 地 域 に 関 す る 実 証 的 研 究 J を 主 題 に

愛 知 県 立 渥 美．N 曩 高twを 闘 査 し，報 告 書 （2

　05 頁 ） を ま と め ，第 37 回 大会 で 発表 した 。

本 研究 は，地域社 会 と の 関 係 に お い て ，農 業

高 校 や そ の 教 育 が ど の よ うに 機能 し て き た か

と い う こ と，換 言 すれ ば 農 業 高 校 教 育 に お い

て 、戦 後
一

貫 し て 提 唱 さ れ て き た 地 域社会 と

の 関係 に つ い て の 理 念 的 課 題が，唄 体的 ‘こ は

ど の よ う に 展 開再編 さ れ て き た か，あ る い は

そ れ らを 防 げ る 要 因 は 何 な の か ，さ
・
ら に 農業

高校教育 を 不 安定 な ら しめ る 要因を事例 を 通

し て 分 析 し．，そ の 外 的，内的要因 を 地 域 と 関

遅 づ け て 霙 証 的 に 考察す る こ と を 目的 と し て

い る 。

　 調査 は，地 域 社会 と の 関 連 に お い て 県内で

相 対 的 に 安 定 し て い る 茨城県 立 鉾 田 農 業 高 校・

を 対象 に ，同校 の 県 高 校 教 育 に お け る 位 置，

教 育 活 勤．卒羣 生 の 進 路 等 に つ い て ，地 域農

業 の 展 開 と 関 連 づ け て フ ォ ロ
ー

し，鉾 田 巖 業

高 校 の 教 育 と 地 域 と の 関 係 を 明 ら か に す る こ

と を 試 み た。な お ，調 査 は 生 徒並 び に 親 の 意

識 等，未 了 の 部 分 もあ る た め ，今 回 は 中 間 報

．告 の 段 階 に あ る。

　 皿　茨城県 に お け る 高 校 教 育 の 展 開 と農 業

教 育

　 1　 新制高校 の 発足 と 農業教 育

　 愛 知県 の よ う な 合 併 総 合 制 高 校 の 発 足 と違

い ，茨 城 県 は 旧 制 の 中学校 （13 校），高等

女 学校 （19 校 ） ，実彙学校 （17 校う ち 1

2 校が 農学校 ） が そ の ま ま 新 制 高 校 へ 移 行 し

た 。そ の 結 果，中 学 校，高 等 女 学 校 を 母 体 と

す る 高校 で は，普 通 科 の み の 学 校 や 男 女 別学

の 形 態 が 温存 さ れ た 。 そ の 後通学区，総合制，

男 女 共 学 等 「高 等学校 の 普及 と そ の 機 会 均等

の 実現 亅 を め ざ して 再 編成 が 進 め られ ，25

年 度 に は公 立 高校 49 校 の う ち 39 校 が 絶 合

制 と な っ た。

　 表 1 に 示 す よ う に 昭 和 23 年発足時 に は，

農 業 の 単 独 校 は 水 戸 農 業，鹿島，取 手第
L ．

上 郷 ，結 城 第 一高 校．（現在名） の 5，校 で ： 他

の 7 校 は総 合 制 を と っ て い た。更 に 第
一

期 の

再 編 後 は，水戸 農案以 外 の 11 校 は 普 通 科 や

商 業 科 と の 総 合制 を と り，第 IV類型 の 5 校 が

普 通 科，農 業 科 の 総合校 と し て 加 わ っ た 。微

者 は 第 二 期 の 再編 成 に よ っ て ，38 年， 44

年 に 農業科 の 生徒 募 集 を 停 止 し，こ れ と 前 後

し て 第 皿 類 型 4校 の 単 独 校 化 と 鉾 田 農 業，猿

島 園
．
芸 高 校が 新 設 さ れ た 。単 独 校 の 具 体 化 が

比 較 的 お そ く，し か も 40 年 代 に 入 っ て
『
の 新

設 の 背 燉 に は，県 の 商 校 進 学 串 が 40 年 代 ま

で 全 国 平 均 よ り 1Q ％ 低 く、 し か も 地 域 的 較

差 が 大 き く，郡 部 に お い て 総 合 制 の 存 立 基 盤

か あ つ た こ と な ど が 考 え られ る 。

　 50 年 以 降 高 校 進 学 率 が 急 速 に 高 ま り 全 国

水準．と な り，坤域較差 も解消 して い る 。

．
こ の

間，普通科高校 の 新設が 進 め られ ，51 年 以

降 に 隈 っ て も 27 校 に 及
’h で い る 。 こ の 影響

が 農 業 商 校 に 及 び，生 活 科，畜 産 科 ，農 業 科

等 の 定 員 割 が 恒常 的 とな っ た 。 従 っ て ，新 設

の 猿 島 園芸 を 含 め て 学 科 の 改 碣 や 募築停止 が

広範 に 行 な わ れ，58 年 以 降 第 皿 類型 の 晨 業

単 独 校 5 校 が 総 合 制 高 校 と・な り，水戸農 菜，

鉾 田 農 業 を 含 め て い わ 鐸 第 田 期 の 再 編 成 が 進
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表 1　 旧制よ り新制農業高校へ の移行 とその 後の 再編成状況

糶 現在の 高校名 旧 制中等学校区分 発足時 （昭23） 第一期 〔昭別 ．25） 第 二 期 第 三期　 　 　 　 　 昭62

1 水戸晨業 徽 → 単独農 業高 一 単独晨業高 甦

H

；

二

：
〃

総合 （農普）

　　　二

　　　二

　　　〃

大子第
一

小　 瀬
笠　 間
石岡第一

谷田部
鹿　 島

取手第一

合 （農
・
普）

阪農 ．普 劇
〃 （農

・
普）

〃 （農 ・普 ・家）
〃（農 ・普）
〃（農 ・商）

→単独農業高
→

合 （農・商 ・普）　（58＞→

皿

上 　 　郷

結城第
一

真 　
’
壁

江戸崎

猿　 島
鉾田農業

〃 　　 　 　　 　　 　 　卿 　　 　 　　 　　〃

〃 　　 　 　　 　　 　 　→ 　　 　 　　 　　〃

；
総合 （農 ・普｝→
　 　 　 〃 　 　　 　 　　 　噂

〃 （農 ・普）　　単
・〃 （農 ・商）
〃（農 ・普）
〃（農 ・普）

新設　〃 　　　 （4の

単独農業高　　 （芻）一総合 （農 ・普）　 （田〉 一→

　　
〃
　　　　 （47）→総合 （農 ・普｝　 （58＞ 一

　　〃 　　　　 （43）→
総合 儂 ・普｝　〈58＞ 一→

　　〃 　　　　 （46）→ 総合 儂 ・
普）　＜59＞ 一・

　　　　　　　　 → 総合 （農
・
普

・
工）　（61）→

新設単独農業高 （47｝→総合 （農・普）　＜60＞一→

IV

鉾田第
一

高 　 萩
太田第

一

麻　　生
　境

中学校

　：

　二

普通高

　二

　二

総合 （普 ・農）

　　　：

　　　；

　 普通高 　 　 （44）
総合 （普 ・家） （詔）

　 普通高 　 　 （詔） ．
　　 　〃　 　 　 （詔）

　　 　〃 　 　 　 （認）

各蔦校の学校要覧を中心に作成

行中 で あ る 。

　 2．鉾 田 農 業 高校 の 基 盤

　 茨 城 県 高 等 学 校 編 成 審 飜 会 の 弟 三 次 答 申 に

よ り， 38 年 度 の 農 案 科 募 集 停 止 の 第 IV類 型

と 同一条 件 に あ っ た 鉾 田 第 一高 校 農 業 科 が 存

続 し， 44 年 鉾 田 農 業 高校設置が 実 現 し た の

は，地 域 住 民 の 教育要求 と こ れ を 支 え る 農 業

概 造 に よ る も の で あ る e

　鉾 田 農彙高校 の 学 科 編 成 は，昭 和 44 年 度

発 足 時 に お い て は ，農 業 自営 者 と農村婦人 の

養成を め ざす農業科 2学級 と生活科 且学 級 で

あ っ た が， 51 年 度 よ り生 活 科 を 2 学級 に 拡

大 した 。 処 が ，生活科 は 56 年度 以 降大幅 な

定 員 刮 を 橈 け，学 科 改崛 が 構想 さ れ て い た が ，

62 年度 に 食品化学 科 と 情 報 経 営 科 に 改 編 さ

れ，L6 〜 1．7倍 の 志 願 者 が あ っ た。　 「パ イ

オ 技 術 」 3単 位 ，　 「情 報 処 理 」 2 単 位 が 農 業

科 の 教 育 課 程 に 導 入 さ れ る 等 ，農 業 関 連 産 業

技 術 者 養 成 学 科 の 新設 が 晨 業 科 に ど の よ う な

（ ）内は普通科，履業科
の 募築停止年度 （但 し新設

は募集開姶〉従 っ て実際 の

単独 農業高 普通 高は 2年
俵で ある。

（　 冫内は総合校に

な っ た年度を示す。

影 響 を 与 え る か は 今 後 の 課鐔で あ る 。

　 後 述 さ れ る よ うに 鉾 田 農 業 高 校 農 業 科 卒 業

者 の 就 農率 が 県内 で も最 も高 く，ま た 県 農 粟

大 学 校 在 学 生 の 中 で も大 き な ウ エ イ トを し め

て い る 。そ の 背 景 に は こ の 地 域 の 1戸 当 た り，

平 均 耕 作 面 積 が 大 き く，畑 作 農 業 地 域 で 水 田

農 業 に 比 ぺ て 多 様 な 農 業 の 可 能 性 が あ る こ と

を 示 し て い る 。

　 農 業 高校不 振 の 過 程 は 地 域 と の か か わ り を

稀璋化 し，分 離 して い く過程 で もあ る 。 鉾 田

農業商校 が 地 域 と の か か わ り で 測 立 され た が ，

今 回 の 生 活 科 の 改 観 に よ る 血 品 化 学科 と 懾 報

経営化 の 設置 は ， 学校並び に 関係者 に 地 域 と

の か か わ りを 再 考 させ た に 相 違 な い 。入 学生

徒 の 通 学範囲 が 鉾 田 町 を 中心 に 隣椄町 村 に ま

と ま っ た こ と も忘 れ て は な ら な い 。両 学 科 の

今 後 の 展 開 が 重視 さ れ る 。そ れ は，農 業 科 を

含 む 各 学 科 ＝・学 orが 教 育 の 目 標，内 容，方 法

評 価 と して 地域 を ど の よ う に 具体的に と り 入

れ ら れ る か の 問題 で あ る 。　 　 　 （赤 司政 雄 ）
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．田　 鹿 行 地 域 の 教育 要 求 と 鉾 田 晨 業 高 校 教 育

が 地域 に 果 し た 役 割

L ’
は じ め に

　「地 域 に 根ぎす教育 」 で あ る と か ，　「．学 校・’の

社会化 」 、と い う こ と が し ば し ば い わ．れ る よ う

に ，学校 と 地 域 ，学 狡 と 社 会 の か か わ り は 教

育 上 大 き い
。

「
　　　 』・

　 と くに 農 業 学 校 は ，明 治 16 年 の 農 学 校 通

則 に f主 と して 躬 （み ず か ら ） 善
1
く晨業を操

る べ

「
き者 」 の 養 成 ・（第 r 種 の 農学校 教 育 ） を

親 定 し て 以 来，実 地 に 働 く農 業 者 の 養 成 楓 関

と し て の 発達 が 期持 され ，そ れ は 「実力 の あ

る 農 業 人 を 育 て る J
’
．（茨 城 県 立 鉾 田

’
農
・
彙高校

の 教育方針 ） と い う よ う な 形 で 今 日 に 至 っ て

い る 。

　本研究 は 地 域 の 教 育 要 求 と 学 校 が 地 域 に 果

し た 役 割 に つ い て ，農案高校を事例 に 実証的

に あ き らか に して い こ う とす る もの で あ る 。

2t 鉾 田 農業高校設立 の 社会的背景

（1） 鉾 田 （鹿島）農学．校 の 設立

　鉾 田 農高 の あ
．
る 茨 城 県 鉾 田 町 に は，戦 前 農

学 校 が あ っ た 。明 治 43 年設立 の 乙 種 の 鉾 田

農学校 で あ る。学校 は 鉾 田 町 外 三 力 村 （三 力

村 とは 徳 宿 村，新 宮 村，巴 村 で 現 在 は 鉾 田 町

に 合 併 ） に よ る 組 合 立 で あ っ た。　「産 業 調 査

書 J　（茨 城県 刊 　大 10．3）に よ れ ば 卒業後 の

状 況 （実 業 に 従 事 す る 者 の 各 郡 市 分 布 状 況 ）

は ，鹿 島 郡160 ， 行方郡33， 東 茨城 郡 ユ と鹿

行 二 郡 の 農家子弟が 集 め ら れ た 学狡 で あ っ た 。

　 し か し，大 正 11年 4月 町 に 茨城県 立 鉾 田 中

学 校 （現 鉾 田一高 ） が 設 置 さ れ た こ と か ら農

学 校 は 鹿 島 町 へ 移 さ れ，校名 も 鹿 島 農学校 と

変 え ら れ た 。

（2） 鉾 田
一

高 農 業 科 の 設 置 と 廃 止

　 鉾 田 申 学 は 戦 後 ，鉾 田 高 校 更 に 鉾 田
一

高 と

名称を 変 え （24年），課 程 ，学科，生 徒定・員

の 変 更 か ら全 日 制 が 普 通 科 600、農案 150、定時

一 187一

制 が 普通科，農篥科400 と さ れ た。農 業 科 の

施 般・飜 ・実習地 と し て t；・IH制 日寺代の 作 業

科 が 使用 し て い た も の が 活 用 され た。

　農 業 科 に は 全 員 加 入 の 農 篥 ク ラ ブ

’
ht あ り一

t

毎 年 11月 に は 収 穫 作 物 を 展 示 す る 履 業 品 評 会

が 開 か れ ，ま た 有 志 に よ る 北 海 道 の 酪 農 家 で

の 実．習 も行わ れ た ．41年の 旭 村 の re害 9 際 に

は 援農実習 も行 わ れ た
・。し か し，39年頃 か ら

県 下 総 合 制 高 校 単 学

』
級 農 業 科 の 存 続 可 否 が 問

題化 し，40年県 当 局 が 本校農業科 に 対 し て 設

置 、 規模そ の 他 の 点 か ら単学級 農業科存置ネ

適 当 の 断が 下 っ た こ と か ち ，独 立 農高 設置 に

地元 は 勤 き 出 し た。

（3 ） 鉾 田 農 業高 校 の 畿立

　鉾 田 農高凌立 は 鉾 田
一

高農業科廃止 に 炸 う

も の で あ っ た 。 そ の 経過 は 第 3 代校長小 峰清

氏 が 語 る よ う に 「当 時 の 地 元 町 村 長，讖 長：
1『

県 繊 の 本 沢 彦 氏 ，．一高 同 窓 会 長 駈 堀 正 孝 氏 な

ど を 中 心 と
1
す る ，地 域 の 皆 様 の 強 力 な 推 進

’
カ

の お 陰 亅 であ っ た 。こ ；で い う地 元 長 村長 と

い ．うPは・
、坤 騨 輔 う．

ん で あ る が
’
・　 f9村

お タび 大 潮 卿 郷 マ
れ 尊 力｛温

畔
設 協 力 会 の 会 萇，

1
副 会 長 で あ．っ

’
た’e

　 こ れ ら、町村 長 が 期 待 した の は も ち ろ ん 「農

xen 継者嘩 脚 騨
・た ・

3。鉾 田 農彙商探教 脅 が 地 域 に 果なし
』
た 役割．

（1 ） 地 域 農 業 の 動 向一生 徒 の 山 身 地 と そ の

地 域 の 動向

　農高 生 徒数 を 出身 町 村 別 に み る と．
1
人 口 の

規模 に も よ る が 多 い の は ，
−・
本校銹致期成同盟

（後 に 建 設 協 力 会 ） に 加 わ っ た 鉾 田 町，・旭柯

の 二 町 村 と 隣 接 の 茨 城 町 （行 政 区 分 上 は 県 北

地域 に 入 る ）で あ る 。 こ れ ら町 村 の 45年 以 降

の 農 業生産 の 伸 び に は 著 し い も の が あ る。

　 た だ，と くに 成 長著 し い 旭村．鉾 田 町 も55

〜60年 の 伸 び に は 鈍化傾向が み られ，
”
鹿行 地

域 の 農業情勢 に 多少 の 変化 もみ られ る。
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一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

巳HPl

● ●

1■

表 3，　 晨3 粗生産額 （1戸 当た り）　 単 位100 万円

茨壊県 茨城町 旭 町 鉾田 町

昭 　 451 ，08 ・
　 1．321 ．71 且．42　 9

502 ，2 日 2 ，715 ，543 ．65

552 ．893 ．088 ，065 ，03

603 ，153 ．869 ．・5 且 5，53

　 　 　 　 　 資糾　茨城県 硫計 嘗，茨城農林水産統計年報

（2） 地 域 農 業 の 担 い 手育成

　本 校 の 教 育 方 針 で あ り，ま た 地 域 の 本校 へ

の 要望 で あ っ た もの は 「農 業 人 の 青 成 」 す な

わ ち 俵 継 者 養 成 で あ っ た 。 図 1 の よ う に ，本

校 は 鹿 島 臨 海 工 羣 地 帯隣接 町 村 の 農 家 子 弟 で

媾 成 さ れ て い た に もか か わ ら ず，就 農 率 は56

年 ぐ らい ま で は 60％ 〔農 業 科 ） 程 度 に 達 し て

い た 。しか し，近 年 の そ の 傾向 に 変化 が み ら

れ る 。

姻 卩

1駐●

を 含む） と い うよ うに PTA 行事 が 多 い の も

特徴 と い え る。

　 そ の 他，普及所 主 催 の 就農予定者 に 対 す る

集 ま り も あ る 。

4．鉾 田 農業高校教育 の 再編 と今後

農 業 科 の 自宮者養 成 を 中心 に 順 調 で あ っ た 本

校 に も転換 の 兆 しが み られ る 。

（1 ）生徒 の 質 の 変化

　学力低 下 の 悩 み は農 高 に 共 通 す る 悩 み で あ

る が，本 校 に は そ の 他 に 次 の よ う な な や み が

近年 あ った 。郎 ち ，  生 徒 の 通 学範囲 の 拡大 ，

  非 農 家 生 徒 の 増 加 ，  入 学 率 の 低 下 で あ る。

こ れ ら は 志 願 者 の 数 が 減 っ た こ と に よ る 。

そ の 対 策 と して と られ て き た の が ，ひ とつ は

中 学校 生 徒体 験 学 習 で あ り，も う ひ と つ が 学

科 の 転 廃 で あ る。
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（3 ） 地 域 と 学 校 の か か わ り

　 本 校 が 地 域 との か か わ り あ い を も た せ て 行

っ て い る 年 間 行 事 に 次 の よ うな も の が あ る 。

  委 託 実 習

　地 元 の 措導機関 （鉾 田 農業改良普 及所 ） の

協 力 を え て 夏休み 中 に 有 志 が 1 週 間 程 度 行 う。

  晨産物品評会

　 本 来 は ホ ーム・プ ロ ジ ェ ク トの 審 査 で あ る が，

即 売 を 目 玉 に 地 域 住 民 の 間 に も定 着 して い る。

  PTA

　 地 区 PTA ・研 修 旅 行 ・PTA レ ク （学年

（2 ） 生 活 科 の 廃 止 と情 報 経 営 科 ，食 品 化 学

科 の 設 置

　 入 学 者 が 少 な く、特 に 問 題 の 多 か っ た 生活

科 が 62年 に 廃 止 と な り，新 た に 二 学科 が 設置

さ れ た 。　 　　 　 　 　 　　 （安 藤 　義 道 ｝

一 188一
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